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1Ell 嗅覚測定法の精度管理 における日欧比較研究

　　　　　　　　　　　　　　○大迫政浩 （国立公衆衛生 院）， 重 岡久美子 （（社）臭気対策研 究協会）

1 ．は じめに

　分析試験方法 に関する標準化が国際的に進め られ る中で 、 臭気の 嗅覚測定法につ い て も欧州規格

CEN ／TC264 ／WG2 にお い て 動的オ ル フ ァ ク トメ
ーター法が議論され て お り、わが国 の 嗅覚測定法

も国際標準法 との 整合性 に関する議論が必要とされて い る。 本研究では 前述の欧州標準規格案
1）や ド

イ ツ の標準法であ る VDI38812；と、わが国の 嗅覚測定 法 （環境庁告示 63 号）
s）に つ い て、デー

タの

品質管理／保証 に 関する精度管理 の観点か ら比較 し、今後の 課題 と方向性につ い て検討 した 。

2 ．日欧における嗅覚測定法の相違及び精度管理の 現状に 関する考察

　表一 14）に 日欧における嗅覚測定法につ い て 、 測定精度に影響する事項 を中心 に相違点を整理 した。

　　　　　　　　　　　　　　表一1 嗅艷測定法の各段階における比較
4＞

段階 項目 日 本（環境庁告示 63号
・
マ ニ ュ ア ル ） 欧州（VDI3881及び CEN ／TC264／WG2 ）

パネル パ ネル選 「「＆丁 オルフ ァ クトメータに よる嘆覚検査 n 一プ刋げ ルコールによる闡値の 繰り返 し測定結果をもとに、統計

選 定 定 手法 的に スクリーニ ン グ（c ）

パ ネル メン 6名 以上 例えば8〜15名、除去効率を性能評価として求める場合に は

バ 数 4 名でも可（V）。通常は 6 〜8名（C）。
判定 試験方法 三 点比 較式異 袋法 動的オルファ クトメータ

ー
法

試験 試 験回 数 同一試 料に対 して通常 1回 同
一
試料に対して2回

試料希釈・ 瑕境 ：10倍系列 下 降法、 2倍以 下 の 系列 で 上 昇法 （V．C）。吐 出流 量 は 20し！
min （G）。

提示 法 排出ロ ：3倍系列下 降法 20レ ’

mi 目（休憩時）、 33，3し〆
min （判定時xV）。

判 定 ・回答 3 袋 の うち、「に おい の ある」あ るい は 「に に おい の 有 無を YES／NO で判 定。
方法 おいの 違う」袋を

一つ 選定。
データ解析 統計的に 臭気指数を算定。環境測 定と 日 本の 排出 口測定とぼ ぽ同 じ。ただ し、パ ネ リス トの 上 下 カッ

法 排出 口 測 定では算定法 が異 なる。排出 トではなく、続計的 に特異 的 なデータを除外 して い き、全デ
ー

口 測定で は 、 個人 内 ・
個人 聞闥催変動 タが統計的 基 準を満足 した段階でデータセットする（C ）。ゲル

ー

の 対数 正規 分 布 上 で平 均 値 （50％タイル プ閾 値に竝 する 対数 での ± 標準 偏差 の範 囲や、95％ 信 頼区

値 ）を算定。 間等も示 され る（v ）。
精 度 内 部精 度 特 に規定な し（マ ニ ュ ア ル の 中で 変動 係 lSO5725 に準 拠。併 行許 容差．室 内再 現 許 容差、対 標準 物

管理 管理 数の み 参照データとして 提示 ） 質許容差 に より精度管理 。 共 同実験 （照 合 試験）を基 に 、 併

行許容差、標準物質許容差を品質管理粂件として明示 （G ）．
外部精度 特に規定なし（（社）異気対策研究協会 lSO5 フ25 に準拠 。 室間再現許容差 、 対 標準 物質許容差 に よ

管 理 に 認定 事 業 所登 録綱度 があ るが、登 録 り精 度 管理。品 質管理 条 件 は上 記 同 様で あるが、外 部 精 度

は任意。外部制度管理 機能 は不 十分） 管理体制につ い ての 情報は ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 中の （V ）は VDI3881 、（C）は GEN を表す

　わが 国にお い て は 、 精度管理の論理的な考え 方が十分で な い こ とは 、 今回の 比較検討か ら明 らか

で あ り、早急な改善を要す る 。 国際標準で あ る ISO5725には JIS　Z　8402 （分析試験の 許容差通則）
5）が対応 して お り、JIS に準拠 しなが ら、嗅覚測定法の 適用 目的と特性も勘案 した精度管理 方法を標

準化すべ きで ある 。 CEN にお い て は、共同実験を通 して 以下 の よ うなデータ品質要件 を示 して い る 。

　  併行許容差 ：　 臭気単位の対数で r ＝ t！ 2 ・畠≦α477　 （臭気単位で 10「

≦ 3）　　‘1）

　  対標準物質許容差 ：　 A ＝ d
曜
≠ t69 猟 V丿≦α2 ヱ7　　　　　　　　　　　　 ‘2丿

　t ：ス チ ュ
ーデ ン トの 七、Sr ：n 回併 行 試験の標 準偏差、　dw ：臭気単位 の対 数 で標 準物 質 とN 回の 平均値 との 差

　環境庁が実施 した照合試験 （対象標準臭気 ；硫化メ チル 、8分析機関参加）の 結果 を （1）式に当て は

め た結果 、 r ＝ 0．44〜2，00 とな り、
　 CEN で求め る 要件に適合 した もの は 1機関の み で あ っ た 。 試験

操作方法の 違い よ りむ しろ、同
一
試料に対する試験 （判定）回数や、パ ネ ル 選定法、データ選別 法な

どの相違点が両者の 精度の違い に大 き く影響 して い るもの と考え られ る 。
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